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特集①　みんなで描こう、仙台の未来―新総合計画を策定します

仙台市の将来人口と高齢化率 14歳以下人口 15~64歳人口
65歳以上人口 高齢化率
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政
令
指
定
都
市
に
移
行

日
本
の
総
人
口
が
１
億
人

を
割
り
込
む

市
の
人
口
が
ピ
ー
ク

(

１
０
９
万
人)

を
迎
え
る
　

３
人
に
１
人
が
高
齢
者

と
な
る

市
の
人
口
が
１
０
０
万
人

を
割
り
込
む

死
亡
者
数
が
出
生
者
数
を

上
回
る（
自
然
減
）

東
日
本
大
震
災

市
の
人
口
が
１
０
０
万
人

を
突
破
す
る

特
集
①

み
ん
な
で
描
こ
う
、
仙
台
の
未
来

―
新
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
す

　

市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
新
総
合
計
画
を
市
民
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
策
定
し
て
い
き
ま
す
。
２
０
２
０
年
度
中
の
完
成
を
目
指

し
、
２
０
２
１
年
度
か
ら
計
画
を
開
始
し
て
い
く
予
定
で
す
。

総
合
計
画
と
は

　
総
合
計
画
と
は
、
市
の
将
来
像
を
掲

げ
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
か
を
示
し
た
、
ま
ち

づ
く
り
の
最
も
基
本
と
な
る
計
画
で
す
。

２
０
１
１
年
３
月
に
策
定
し
た
現
行
の

総
合
計
画
は
、
21
世
紀
半
ば
に
向
け
て

市
が
目
指
す
都
市
像
を
示
す
「
基
本
構

想
」、
10
年
間
で
取
り
組
む
施
策
の
方

向
性
を
示
す
「
基
本
計
画
」、
お
お
む

ね
３
年
間
の
行
動
計
画
な
ど
を
示
す

「
実
施
計
画
」
の
３
つ
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。「
基
本
計
画
」
が
２
０
２
０

年
度
で
計
画
期
間
を
終
え
る
こ
と
か
ら
、

市
で
は
、
２
０
３
０
年
度
ま
で
の
10
年

間
を
見
据
え
た
新
た
な
総
合
計
画
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
新
総
合
計
画
は
東
日
本
大
震
災
後
初

め
て
策
定
す
る
も
の
。
こ
の
間
の
社
会

経
済
情
勢
の
変
化
も
踏
ま
え
、
市
が
目

指
す
都
市
像
の
見
直
し
を
行
い
、「
基

本
構
想
」
と
「
基
本
計
画
」
を
一
体
化

し
て
策
定
す
る
予
定
で
す
。

人
口
減
少
と
進
む
少
子
高
齢
化

　
本
市
は
、
１
９
８
９
年
４
月
に
東
北

地
方
で
初
め
て
政
令
指
定
都
市
に
移
行
。

そ
の
後
、
年
々
人
口
が
増
加
し
、
現
在

は
１
０
８
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
昨
年
の
統
計
で
は
、
出
生

数
が
死
亡
数
を
下
回
り
、
昭
和
以
降
、

戦
後
の
混
乱
期
を
除
い
て
初
め
て

「
自
然
減
」
に
な
り
ま
し
た
。
転
入

者
数
が
転
出
者
数
よ
り
も
多
く
、「
社

会
増
」
が
「
自
然
減
」
を
上
回
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
人
口
全
体
は
増
加
し
て

い
ま
す
が
、
震
災
に
よ
り
増
加
し
て
い

た
転
入
者
数
は
落
ち
着
き
つ
つ
あ
り
ま

す
。
今
後
、
２
０
２
０
年
頃
の
１
０
９

万
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
、
２
０

５
０
年
頃
に
は
１
０
０
万
人
を
割
り
込

む
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
高
齢
人
口
は
今
後
も
増
え

続
け
、
少
子
高
齢
化
は
ま
す
ま
す
進
行
。

医
療
や
介
護
ニ
ー
ズ
の
増
加
、
労
働
力

人
口
や
税
収
の
減
少
な
ど
、
市
民
生
活

や
経
済
活
動
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が

想
定
さ
れ
ま
す
（
左
図
）。
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市
民
の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て

新
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
す

　
新
総
合
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

学
識
経
験
者
や
市
議
会
議
員
で
構
成
さ

れ
る
総
合
計
画
審
議
会
で
審
議
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
広
く
伺
っ
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
６
月
に
は
、
６
千
人
を
対
象
に

「みんなのせんだい未来づくり」
を開催します

　新総合計画策定に向け、市民の皆さんと仙台の
未来について考えるワークショップを開催します。
●日時 ‖11月25日㈰13:00～16:00　●会場 ‖

仙台国際センター会議棟　●内容 ‖地域課題の解
決に向けて活動している方によるトークセッショ
ン、参加者同士の話し合いなど　●定員 ‖200人
〔抽選〕　●託児有り。詳しくはお問い合わせくだ
さい
申11月14日までに区役所、市民センターなどで
配布する申込用紙または任意の用紙（住所、氏名、
年齢、性別、電話番号、メールアドレス（お持ち
の方）を記入）をファクスで。市ホームページか
らも申し込めます

新総合計画開始までの流れ

中間案作成

新総合計画開始予定

総合計画審議会での
議論開始

2018年10月

2021年４月

市民の皆さんの
ご意見・ご提案

●ワークショップ
●アンケート　など

計画策定までの準備
●現行計画の振り返り
●有識者ヒアリング　など

市
議
会
で
の
審
議
な
ど

市議会への提案・計画策定

これからのまちづくりについて
ご意見をお寄せください

　区役所、市民センター、地下鉄各駅などに設置
している「市長への手紙」や市ホームページで受
け付けています。

市
民
意
識
調
査
を
実
施
。
仙
台
の
魅
力

を
改
め
て
確
認
し
、
新
総
合
計
画
に
生

か
し
て
い
く
た
め
、「
未
来
に
残
し
て

い
き
た
い
仙
台
市
の
魅
力
」
に
つ
い
て

の
問
い
を
設
け
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う

な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
９
月
に
は
「
市
民
ま
ち
づ
く

り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
、
新
総
合

計
画
の
策
定
に
向
け
、
現
行
の
総
合
計

画
の
達
成
状
況
や
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
、
参
加
者
同
士
で
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
市
民

か
ら
は
「
地
域
や
社
会
と
連
携
し
て
子

ど
も
た
ち
の
夢
を
叶
え
る
こ
と
が
大

切
」、「
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て
市

民
同
士
で
悩
み
を
共
有
で
き
る
と
良

い
」
な
ど
の
意
見
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
市
で
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
等
、
多
く
の
市

民
参
画
の
機
会
を
設
け
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
力
を
合
わ
せ
て
、
と
も
に
新
し
い

仙
台
の
未
来
を
描
い
て
い
き
ま
す
。

未
来
に
残
し
て
い
き
た
い
仙
台
市

の
魅
力

●
杜
の
都
に
ふ
さ
わ
し
い
、
緑
豊
か

な
自
然
風
景
と
都
市
機
能
と
の
調
和

●
仙
台
七
夕
、
青
葉
ま
つ
り
、
光
の

ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
な
ど
地
元
の
人
も
観

光
客
も
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト

●
伊
達
政
宗
公
が
つ
く
っ
た
伝
統
や

歴
史
・
文
化

●
海
に
も
山
に
も
恵
ま
れ
、
お
い
し

い
も
の
が
食
べ
ら
れ
る

　皆さんからのご意見は、今後の市政運営に反映
させていくとともに、新総合計画を検討する中で
参考にさせていただきます。

▲市民まちづくりフォーラム
の様子。約60人の市民が「震
災からの復興」・「子どもの学
び」などをテーマに話し合い
ました

将
来
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り

　
新
総
合
計
画
で
は
、
こ
の
よ
う
な
社

会
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、
仙
台
の

進
む
べ
き
方
向
性
を
定
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
全
て
の
市
民
が

生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
よ
う
、
健
康
づ

く
り
や
地
域
の
支
え
合
い
な
ど
を
通
し

て
、
暮
ら
し
の
充
実
や
地
域
の
活
性
化

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
き

ま
す
。

　
ま
た
、
地
元
企
業
の
育
成
や
成
長
産

業
・
起
業
の
支
援
等
に
よ
り
、
経
済
を

活
性
化
さ
せ
る
取
り
組
み
や
、
国
内
外

か
ら
の
交
流
人
口
の
拡
大
に
向
け
、
市

の
魅
力
を
高
め
て
い
く
取
り
組
み
な
ど

も
重
要
で
す
。

　
さ
ら
に
、
将
来
の
災
害
や
気
候
変
動

の
リ
ス
ク
に
備
え
、
防
災
と
環
境
に
配

慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も

に
、
震
災
の
教
訓
を
世
界
に
発
信
し
て

い
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

※グラフの出典：2010年以前は国勢調査結果、2020年以降は仙台市推計


